


















AO 入試、および学力入試の審査を経て入学を許可している。さらに、平成 25 年度からは 50 歳






























療法関係の授業を履修している一般の授業公開生は、延べ 11 名である。 
3.2．専攻別履修科目と単位数 
本学での最少の卒業単位は、三専攻とも 62 単位５）である。本学で音療２種資格のみを取得し















































の議を経て認可される。生活コミ学専攻にシニア入学した A 氏の場合、基礎教養科目として 14




A 氏は、既習得単位として音療２種資格の取得単位（41 単位）中、音楽に関する分野 10 単位
が認められた。したがって、残りの４単位と他の３分野の 23 単位、合計 27 単位を追加履修す
る。最終的に音療２種資格のために取得する合計卒業単位数は、45 単位であった。 
4.1.2．音楽専攻課程でない一般大学を卒業後、音療２種資格取得のために入学した場合 


























基礎教養科目（12 単位以上） 専門教育 
科目 
必修 10 単位 
音療２種 
養成科目 

























必修 10 必修 41 59 
高卒社会
人 C 氏 







    表３ 各専攻学生が、音療２種資格だけを取得して卒業する場合 
専  攻 
卒業要件単位数（62 単位以上） 








栄養食物学 必 12 単位 65 











資格を同時に取得する場合は 153 単位を取得する必要がある（表５）。 




















表５  各専攻資格と音療２種資格を取得して卒業単位数 
各専攻資格 
卒業要件単位数（62 単位以上） 
































4.3.1． 本学で、平成 23 年度から始まった音楽療法士養成教育 
平成 23 年度入学の第１期生４名から始まり、平成 24 年度入学の第２期生３名、平成 25 年 
度入学の第３期生３名(見込み)と、合計 10 名の音楽療法士２種資格取得者を送り出した。 
平成 25 年度の授業公開では、音楽療法関係科目に社会人延べ 13 名が履修し、その中の１ 
名が平成 26 年度シニア入学している。今年度は社会人延べ 11 名が履修している。 
平成 26 年度は、生活コミ学専攻学生４名（３名のシニア学生含）、食物栄養学専攻１名、こ
ども学専攻５名（合計 10 名）が、音療２種資格を目指して履修している。 
4.3.2．音療２種の取得のシニア学生の時間割 
 学生の希望資格取得によって卒業要件単位数が異なる。ここでは、平成 26 年度シニア入学生
３例の時間割を示す。表中の＊は既習得単位を示し、履修免除科目である。 
① 音楽専攻課程大学を卒業後、音療２種資格取得のために入学した場合(表６) 




これは、既習得単位数 8 単位、卒業要件単位数 54 単位の B 氏の平成 26 年度の時間割である。 
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A 氏は、既習得単位として卒業要件単位（62 単位）の約半数近く（28 単位）が認められたこ
とから、今後、基礎教養科目として必修の８単位、専門教育科目として必修の 10 単位、音療２










































































攻が 75 単位、こども学専攻では 118 単位と大幅に異なる。また、音療２種養成科目の 41 単位
は、各専門教育科目と重複することから、生活コミ学と食物栄養学専攻が 29 単位に、さらにこ
ども学専攻では、実技科目も重複していることから 23 単位まで減じられた。したがって、こど
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Thinking Music Therapy Education for Music Therapist 





Since 2014, music therapy training education in Suzuka Junior College admits students 
in all majors and senior students to register for the course to aqcuire  class-2 music therapy 
qualification. As a result, (1) there were students who only acquired music therapy 
qualification, and students who acquired music therapy qualification in addition to 
acquisition of the qualification in their own major. Minimum credits for the former was 63. 
(2) Under the regulation concerned with approved credits acquired prior to admission, 
senior students will receive a reduction of credits on basic cultural subject and class-2 music 
therapy training course.  For senior students who enrolled 2014, the necessary number of 
credits to obtain class-2 music therapy qualification were, 45 for the university graduates 
who majored music, 59 for the general university graduates and 63 for the high-school 
graduates.  
This research has confirmed that the acquisition of music therapy qualification is capable 
for all students and those who attended music therapy course enjoyed learning and worked 
enthusiastically. 
 
Key Words: class-2 music therapy qualification, music therapy training education, senior 
student, graduation credit, music therapy  
 
